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研究成果の概要： 
 北海道大学、昭和大学、鶴見大学、朝日大学、大阪歯科大学、九州歯科大学、鹿児島大学の

７大学における附属病院小児歯科と調査協力施設において、エックス線写真を使用した永久歯

の先天性欠如に関する疫学調査を行った。対象者は、資料採得時の年齢が永久歯胚の確認が可

能となる７歳以上の小児とした。調査対象者総数は 15,544名（男子 7,502名、女子 8,042名）
で、永久歯の先天性欠如者数は 1,568名、発現頻度は 10.09％であった。 
 
 
交付額 
                               （金額単位：円） 

 直接経費 間接経費 合 計 
２００７年度  11,700,000    3,510,000    15,210,000    

２００８年度  3,500,000    1,050,000    4,550,000    

年度     

年度     

年度     

総 計 15,200,000    4,560,000    19,760,000    

 
 
研究分野： 医歯薬学 
科研費の分科・細目： 歯学 ・ 矯正・小児系歯学 
キーワード： 永久歯，先天性欠如，疫学調査，全国調査，発生頻度，歯種別，小児歯科学 
 
 
１．研究開始当初の背景 
 永久歯の先天性欠如は、その出現部位や欠
如歯数によって様々なタイプの歯列咬合異
常を誘発するため、小児期からの健全な永久
歯咬合の発育を目標とした継続的な口腔管
理を行なう上で、大きな問題となる。 
 先天性欠如の出現頻度については、これま
で小児に関連する歯科診療部門から多くの
報告がなされているが、その調査対象は単一
の医療機関を受診した小児患者の資料に基

づいたものが多く、出現頻度も１％台から
２０％程度まで大きな開きがあり、また、
対象者数も限られている。このため、一般的
な疫学調査としてみた場合、けっして充分な
情報提供が行なわれているとは言えない。 
 平成１９年４月の日本小児歯科学会 新執
行部の発足前後から、テレビや新聞などの複
数の大手報道機関による「永久歯の先天性欠
如の出現頻度」に関する取材依頼や問い合せ
が頻繁になされていた。情報提供について社
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会的な要請が強い事項ではあるが、現状では
エビデンスに基づいた回答ができない状況
にあった。 
 この事態を打開するためには、日本小児歯
科学会に所属する複数の大学の小児歯科学
講座を中心として、同じ判断基準で全国規模
の実態調査を実施し、永久歯の先天性欠如に
関する調査結果を社会に向かって情報発信
する必要があった。 
 このため、日本小児歯科学会 平成１８－１
９年度学術委員会所属の３大学の委員と、協
力の申し出があった４大学の理事が中心と
なり、全国規模の調査を実施することになっ
た。 
 
 
２．研究の目的 
 ７歳以上の対象者について、永久歯胚が確
認できるエックス線写真を使用し、永久歯の
先天性欠如に関する実態調査を実施し、日本
人小児に関する永久歯先天性欠如の発現頻
度を正確に把握する。日本小児歯科学会はこ
の結果をもとに、報道機関からの取材や政府
の保健行政への政策提言などの機会に、これ
らのデータを積極的に活用して社会や国民
への情報提供に努める。 
 
 
３．研究の方法 
 鹿児島大学を調査資料全体の取りまとめ
担当とし、北海道大学、昭和大学、鶴見大学、
朝日大学、大阪歯科大学、九州歯科大学の７
大学における附属病院小児歯科とそれらの
調査協力施設において、診療上の必要性から
歯科用エックス線写真が撮影された小児患
者で、撮影時年齢は永久歯の歯冠完成期にあ
たる７歳以上とした。なお、歯数異常を伴う
全身疾患を有する場合、あるいは歯科治療に
よる永久歯の抜去がある場合は対象者から
除外した。 
 
 対象者は、齲蝕や外傷歯、過剰歯、顎関節
症などで来院した小児患者とし、診療のため
に撮影された歯科用エックス線写真（パノラ
マ、デンタル、頭部ＣＴなど、永久歯胚を確
認できるもの）を使用して、鹿児島大学で取
りまとめ、以下の検索を行った。 
１）全国の資料をとりまとめ、一括分析して
全体の永久歯先天性欠如の発現頻度や発現
部位などを分析する。 
２）各大学（地域）において、同様に永久歯
先天性欠如の発現頻度や発現部位を調査し、
分析する。 
３）過剰歯や矮小歯などの異常と永久歯先天
性欠如の発現頻度や発現部位との関係を検
討する。 
 

 対象者数は、各大学とも２,０００名以上
とし、合計１５,０００名を目標とした。 
 
 研究に先立ち、鹿児島大学大学院医歯学総
合研究科において、本調査研究に関する疫学
研究等倫理審査の承認（受付番号 第６２号）
を受けた。各研究分担者は、鹿児島大学の申
請内容を基に同様の形式で各々の大学で疫
学倫理審査の申請を行い、承認を受けた。調
査に伴う倫理的配慮は以下の通りである。 
 資料として用いる歯科用エックス線写真
は、本研究のために新たに撮影されるもので
はなく、歯科診療上の必要性から撮影された
ものであり、疫学研究倫理指針の定める「試
料の採取が侵襲性を有しない観察研究」に該
当するため、個人への新たな不利益や危険性
は生じないと考えられる。 
 鹿児島大学医学部・歯学部附属病院発達系
歯科センターとその調査協力施設の資料情
報（撮影時年齢、性別、永久歯胚欠如の有無、
歯列咬合異常とその治療の有無、先行乳歯の
状態、過剰歯の有無など）、および他の６大
学からの同様の資料情報は、それぞれ下記の
担当者が連結可能匿名化あるいは匿名化の
確認を行った。 
・鹿児島大学医学部・歯学部附属病院発達系  
歯科センター     ：山崎 要一 

・北海道大学病院歯科診療センター 
            ：八若 保孝 
・昭和大学歯科病院   ：井上 美津子 
・鶴見大学歯学部附属病院：朝田 芳信 
・朝日大学歯学部附属病院：田村 康夫 
・大阪歯科大学附属病院 ：嘉ノ海 龍三 
・九州歯科大学附属病院 ：牧 憲司 
 
 鹿児島大学の調査に協力する関連外部施
設の資料は、その施設内で住所氏名などの個
人情報含まない情報として新たな番号を振
り分けて、匿名化担当者（山崎）により分析
担当者に渡された。 
 また、他の６大学からの資料は、その大学
で匿名化処理後に個人情報を含まないＯＣ
Ｒデータとして鹿児島大学に渡されること、
個人情報については、各大学において匿名化
担当者以外はアクセスできないようにパス
ワードを設定した専用コンピュータを準備
し、厳重に管理すること、連結可能匿名化の
照合表などの書類については鍵付きの保管
庫にて管理すること、研究成果の公表におい
ては、集計された結果のみを発表することに
より、個人が特定される可能性は非常に低い。 
 以上を通して、個人のプライバシーを保護
することとした。 
 
 本疫学調査では、７大学が同じ基準で先天
性欠如や過剰歯などの歯の形成・形態異常を
調査するため、合計４回の合同担当者会議を 



 3 

行い、審議の結果、下記のようなＯＣＲ調査
記録用紙を作成した。 
 また、先天性欠如部位の判定に苦慮した症
例のエックス線写真を持ち寄って、７大学の
担当者で意見交換し、判定部位の決定と判定
基準の確認を行った。追加確認された   
１９症例については、個人情報を削除して、
画像情報を各大学で共有し、より精度の高い
判定が実施されるように努めた。 

各大学の調査対象者数は、北海道大学 1,980
名、昭和大学 2,081 名、鶴見大学 2,125 名、
朝日大学 2,035 名、大阪歯科大学 2,262 名、
九州歯科大学 2,568 名、鹿児島大学 2,493 名
で、総数は 15,544 名であった。 
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４．研究成果 
(1) 結果概要 
 資料収集した７大学の総調査人数 15,544
名（男子 7,502 名、女子 8,042 名）のうち、
永久歯の先天性欠如は 1,568 名に、乳歯の先
天性欠如は 75 名に確認された。 
① 先天性欠如 
永久歯先天性欠如者の頻度は 10.09％で、

上顎のみの先天性欠如者は 2.50%、下顎のみ
の先天性欠如者は 5.71%に認められ、上下顎
では 1.87%であった。 
上顎左右の頻度の差は 0.12%、下顎左右の

出現頻度の差は 0.14%であり、永久歯先天性
欠如の左右差は小さかった。 
歯種別では、下顎左側第二小臼歯が 3.26％、

下顎右側第二小臼歯が 2.84％で下顎第二小
臼歯に最も多く認められ、次いで下顎側切歯、
上顎第二小臼歯、上顎側切歯の順に多かった。 
 乳歯の先天性欠如の頻度は 0.48％で、上顎
全体では 0.10%、下顎全体では 0.39%であっ
た。歯種別では下顎乳側切歯に最も多かった。 
② その他の歯の異常 
その他の歯の異常としては、過剰歯が

4.99%で最も多く、癒合歯、矮小歯はそれぞ
れ 1.33％、1.43%であった。 
 過剰歯の頻度は、上顎のみでは 4.80%、下
顎のみでは 0.17%、上下顎では 0.02%であり、
ほとんどが上顎に認められた。また、過剰歯
総数 865 歯のうち 820 歯（94.80%）は上顎切
歯部に存在した。 
 癒合歯は永久歯も乳歯も下顎に多く、下顎
乳歯では 0.91％、下顎永久歯では 0.24%だっ
た。 
矮小歯は上顎永久歯の 1.36%に認められ、

下顎永久歯および上下顎乳歯では 0.05%以下
であり、ほとんどが上顎永久歯に認められた。 
歯牙腫は全顎で 0.32%であり、上顎にやや

多く認められた。 
 
(2) 出生年代・性別・調査地域における比較 
① 出生年代における比較 
 全調査対象者のうち生年月日が明確な
15,494 名について、出生年代別に 1985 年以
前（2,536 名）、1986 年から 1995 年（9,737
名）、1996 年以降（3,221 名）の３群に分け
て出現頻度を調査した。 
 永久歯の先天性欠如については、各世代で
それぞれ 9.62%、10.08%、10.50%であった。 
 過剰歯では、それぞれの頻度が 3.76%、
4.41%、7.81%であり、癒合歯では 0.38%、1.37%、
1.96%、矮小歯では 1.03%、1.50%、1.58%であ
った。 
② 性別による比較 
 永久歯の先天性欠如は、男子が 9.13%、女
子が 10.98%であった。 
 過剰歯は、男子が 7.60%、女子が 2.56%で
あった。矮小歯は、男子が 1.15%、女子が 1.64%

であった。 
③ 左右頻度の比較 
 今回の調査では、歯の形成および形態の異
常について、明確な左右出現頻度の違いはみ
られなかった。 
④ 調査地域おける比較 
 調査を担当した７大学の永久歯先天性欠
如の頻度は、北から順に北海道大学 10.25%、
昭和大学 8.31%、鶴見大学 11.81%、朝日大学
9.19%、大阪歯科大学 12.29%、九州歯科大学
9.97%、鹿児島大学 9.83%であり、いずれも
10%前後であった。なお、調査地は、北海道、
東京、神奈川、岐阜、滋賀、奈良、大阪、兵
庫、山口、福岡、宮崎、鹿児島の１２都道府
県であった。 
 
(3) 永久歯先天性欠如の出現パターン 
永久歯先天性欠如の歯数別比較について 

１歯欠如の頻度は 5.22%、２歯欠如は 2.93%、
３歯、４歯および５歯以上では、いずれも 1%
未満であった。 
両側同名歯の先天性欠如では、両側の下顎

第二小臼歯の欠如が永久歯欠如者の 14.48%
で最も多く、それに引き続いて両側の下顎側
切歯が 7.27%であった。 
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Rehabili, 34: 800-806, 2007. (査読有) 
 
10) Yuuda K, Terajima M, Aoki Y, Hayasaki 
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〔 学会発表 〕 （計 ４ 件） 
1) 藤田優子，空田安博，橋本敏昭，山崎要
一，牧 憲司：北九州市内における小児歯科
来院患者の歯の異常に関する研究，第２６回
日本小児歯科学会九州地方会大会，沖縄県宜
野湾市，2008.11.23. 
 
2) 山崎要一：歯列咬合異常への早期対応は
国民の健康向上に寄与できるか？，日本歯科
医学会共催シンポジウム 健康国家と「歯の
健康力」を考える，第５７回日本口腔衛生学
会，さいたま市，2008.10.3-4. 
 
 
 

3) 山崎要一：健康な歯列・咬合の育成 ‐基
礎編‐，平成１９年度 日本小児歯科学会専
門医セミナー  ベーシックコース，広島市，
2008.1.14. 
 
4) 山崎要一：早期治療が歯列咬合の機能的
発育に及ぼす影響を考える，シンポジウム
「一般臨床医として歯列不正にどう対応す
るか ‐ 一般臨床と矯正の接点を探る ‐ 」，
コーディネーター 山地正樹，第２５回日本
顎咬合学会学術大会，東京都，2007.6.9-10. 
 
 
〔 図 書 〕 （計 ７ 件） 
1) 山崎要一：世代をつなぐ小児歯科－ 最新
情報と子どもへの取り組み４５（編集 五十
嵐清治，吉田昊哲），Ⅴ 咬合誘導への取り組
み：６ 診断分析の実際 各種分析法，７ 学
会データの提示，クインテッセンス出版，
pp.130-140, 2009. (総ページ数：192 頁) 
 
2) 山崎要一：顎運動および筋電図検査法（編
集 日本顎口腔機能学会），乳歯列期反対咬合
児の下顎運動の特徴に関する研究の進め方，
日本顎口腔機能学会, pp.46-53, 2008. (総
P111) 
 
3) 山崎要一：からだの年齢事典（編集 鈴木
隆雄，衛藤 隆），12．特殊感覚器系，12.1 歯
の年齢，Ａ．幼小児~青年・成人，朝倉書店，
東京, pp.317-321, 2008. (総 P515) 
 
4) 山崎要一：咀嚼・嚥下機能の検査法（編
集 日本顎口腔機能学会），咀嚼運動からみた
小児期の咬合と顎口腔機能，日本顎口腔機能
学会, pp.58-64, 2007. (総 P93) 
 
5) 山崎要一：第３版 小児歯科学（編者 赤
坂守人，佐々龍二，高木裕三，田村康夫，西
野瑞穂），第２編 成長発達，５章 口腔機能
の発達，Ⅲ 下顎運動，医歯薬出版，東京，
pp.54-59, 2007. (総 P442) 
 
6) 山崎要一：第３版 小児歯科学（編者 赤
坂守人，佐々龍二，高木裕三，田村康夫，西
野瑞穂），第５編 治療・処置，23 章 咬合誘
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